
葛
靱
一■
一増
ｔ

●
´
Ｉ
Ｐ

・　

．甘
―

0

碑 多Hfr t

,浄 輛Ч「

&、本 を

欝,お '

0 『々=耳 ′

■ヽ
=●
・
'

,   ヽ

|

ψ
―
  l  l慕

!―

ど 十 ¬|「 イ

欄り,7盛【ユ

『使途の自由は、発想の自由』

令不□8年 ア月 3田 (金)に、丹南地域森林経営管理制度

推進協言義会を開催しました。その一環で、市町・森林組合・

県職員など計 19名が市町ごとに分
'D｀

れて、グループ討

議を行しヽました。課題と対応策などにつしヽて、不□気あしヽあ

しヽとした雰囲気の中で闊達な議論を交わしたことで、参

力□者にlよ 隅 |き続き自分の立場でできることを頑張ろう」

と、新たな覚悟が生まれました。

(局南農林総合事務所 林業・木材渚用課)
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1  造林補助事業等の概要について  |
造林補助事業 (森林環境イ呆全直接支援事業)で |よ、集約化して計画的な森林施業を行う修のを対象に、植栽、下

刈り、間伐等の森林施業と森林作業道の開設を支援しています。

山ざわ集落 F口∃伐促進事業で|よ、合板 製材工場等へ間伐材を安定的に供給するため、山ざわを中心に間伐材の

生産や路網整備に対して定額で支援します。

主な事業内容について|よ、以下の通りです。

※上記のほか、詳細な要件等がありますので、実施を検討されている場合や、具体的な補星)」金の額に
つしヽて|よ、最

林総合事務所林業部 嶺南振興局 (林業水産部、二州農林部 )、 森林組合
へお問し`合わせください。

寄りの各農

命
々

事業名等 森林環境保全直接支援事業

○集約化して計画的に行う森林の整備対象森林

間伐lよ ]2齢級、更新伐は18齢級まで

(森林経営計画等に基づくもの|よ標秦伐期齢の2倍まで可)

更新伐に関してlよ、実施後2年以内に天然更新また|よ植栽による更新が図られること
更新伐

間 伐

鳥獣害防止施設整備等 (ネット巻き、テープ巻き等)で、しヽすれかの施業と一体的に

行うもの
付帯施設整備

長期間使用できるもの

継続的に使用され、県が定める作設に関する指針に適合するものであつて、しヽすれか

の施業と一体的に行うもの

森林作業道

上記以外 人工造林、樹下植栽、下刈り、雪起し、枝打ち、除伐、保育間伐

1施業地あたり0]ha以上
間伐、
/更
新伐 |よ ]申請当たり「10爾 /ha以上」の搬出

5/]0(国  3/10県 2/10)
※あらかじめ設定した標楽的な経費に対して、査定係数 (|フ0他の各 100分の 1)を乗じた金額に対

する補助率

山ぎわ集藩間伐促進事業事業名等

対象森林 ○境界が不日月確で所有規模が小さしヽなどにより間伐が進んでいなしヽ山ざわを中心とした森林の整備

間伐材生産 齢級による制限なし

鳥獣害防止施設整備等 (ネット巻き、テープ巻き等)

対象森林の調査、同意取付等
関連条件

整備活動

長期間使用できるもの

継続的に使用され、県が定める作設に関する指針に適合するものであること

生産基盤強化区域内での整備のみ

施 業 種
林業専用道

(共見格相当)

森林作業道

0 1ha以上]施業地

間伐について|よ、原則すべての施業地で搬出し、事業実施面積の過半から搬出すること

協定に基づき、原木安定供給計画の対象となる木材加工施設へ、間伐材等を供給す

ること

事業規模 ]事業主体の

施業規模

定額単価

間   伐 :23万8千円～4フ万9千円/ha以内 弼帷、間接費計上可)ma当たりの搬出材積等による区分ことに設定)
林業専用道 :2万 9千円～4万 ]千円 /m以内 (平均地山傾斜区分ことに設定)

森林作業道 12千円 /m以内

補 助 率

(県産材渚用課 l]ヽくい型林業グループ)
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県民が県塵材と「31れあえるイベントを開催しました

県では、県民に、木と親しみ、触れ合つてもらうこ′

とにより、木の良さや木を使う意義を普及し、県産材

の利用を拡大する「みんなでつかおう『lき、くしヽの木』

運動」を展開しています。

◆回、この取り組みの一環として、8月 15日 (上 )・

16日 (日 )福井市大和田にあるショッピングセンター

におしヽて、「心ヽくいの木づかい運動 inアピタ福井大和

田店」を開催しました。

当日|よ、お盆期間中の開催ということもあり、子
＼

ども連れの家族を|よじめ、600名以上の方が来場し、

かわいしヽ恐竜やカブトムシなどを形どつた木製マグ

ネットのほか、ミニ恐竜などの飾りが付いた木製写真

立てを作りました。参加者からは、「木のいい

匂いがする」「木のぬくも

りを感じる」「お気に入り

の作品ができた、早く家で

使いたい」といつた感想が

聞かれました。

また、福井県建築組合連

合会による「かんな削り体

験コニナー」もあり、参加

者|よスギ・ヒノキ・ヒパの  ▲完成した木製マグネット
3種類の木材の削り具合   (ク ワガタムシ)

や、かんな周のにおしヽの違いを体感していました。か

んな削りを初めて体験する人が|まとんどで、「うまく

削れて嬉しい」「木の種類が違うと匂いが全然違つて

いてびっくりした」と話しながら、自分が削つたかん

な暦を大事そうに持ち帰つていました。

どちらの体験も、子どもだけでなく多くの大人の参

加があり、幅広い年代の県民に木への興味を持つ機会

を提供できたと感じました。 
イ

今後も、このような体験イベントを通して、県民が

「13、くいの木」とlき れヽあう機会を提供する取り組みを

行つていきたいと考えています。

(福井農林総合事務所 林業・木材活用課)

▲ かんな削り体験コーナー ▲ 木工体験コーナニ

.F

軒 多面的事業の語習会の開催について

山林協会では、渚動団体が交付金事業を円滑かつ適切に実施できるよう、令和8年8

月 21日 (金 )、 ふくい林業研修センター (福井県総合グリーンセンター)において講習

会を開催したところ、渚動団体 (28名 )や県・市町担当者 (9名 )など 37名の参加が

ありました。請習会は、石川県森林組合連合会森林調査課 山路住奈氏にモニタリング
調査の進め方や方法について、石川県の調

査状況等をパワーポイントで詳しく説明し

福井県山林協会   て頂き、活動団体から|よ資料が分かりやす

会長 滝波 宏文  く十分な理解が得られたとの感想をいただ
｀ヽ    いたところです。

結びに、暑い日が続きますが、多面的事業を浦用し地域の森林整備

を推進されている活動団体の皆様に敬意を表し、事業の活動報告とい

たします。

み}
▲ 講習会の様子

→冬
3
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第 フ8回福井県山林協会通常総会 |よ、 9月 4日 (金 )

]4時より、福井市の福井県自治会館多目的ホールで、

来蜜、役員、会員等 50名の出席のもと、開催されま

した。

滝波宏文会長の挨拶の後、林業功労者の表彰が行わ

れました。

続しヽて、福井只矢[事 (代理 土橋
~見
徳農林水産副部

長 )、 福井県議会森林 林業・林産業活性化推進議員

連盟 畑孝幸会長、 (―社)日 本治山治水協会長 (代

理 橘政行事務局長)ん ら`そイ孔ぞれお祝いの言葉をい

ただきました。

次しヽで、議事に入り、令和フ年度業務報告ならびに

収支決算、令和8年度事業計画ならびに収支予算案、

令和 8年度借入金最高限度額の決定について、満場一

致で承認されました。

また、次のア項目が

九頭竜森林組合 中兼

美智恵さん、鈴木佳菜

子さんから提安木され1決

議されましたも

▲ 与父拶をする滝波会長

]、 森林整備と効率的な本材生産の推進に必要な予算

の確保を期する

2、 治山・林道事業の推進に必要な予算の確保を期す

る

3、 林業・木材産業の渚性化を図るため、県産材の利

用拡大の推進を期する

4、 林業再生に向けた担い手の確保・育成と森林組合

等の経営基盤の強化を期する

5、 森林環境譲与税について森林 林業の再生に有効

活用されることを期する

6、 野生鳥獣 (シカ・クマ)による森林被害防止対策

の強化を期する

フ、次代につながる森づくりに向け、本県に適合した

低コスト再造林を進めることを期する

○表彰を受けられた方 |よ次のとおり。 (敬称略)

▼個人の部

濯本 健一郎 (福井市)
齊藤 豊美 (福井市 )
▼団体の部

清水竹拓工務店 (福井市)

自然と共に自然に暮らす会 (永平寺町)

▼林道優良工事の部

八峯建設 株式会社 (おおい町)
▼治山優良工事の部

株式会社 ナルカ建設 (あわら市)

株式会社 杉田組 (大野市)

西出建設 株式会社 (勝山市)
(福井県山林協会)

Ⅲ
狭
―i

▲ 決議の提案理由の朗読 ▲ 表彰を受ける受賞者
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令和8年 7月 29日に越前町の香福茸生産者のほだ場にお

いて、香福茸研修会を開催しました。

当日は、香福茸生産者の姉崎氏、佐々木氏、(下財)日本きの

こセンターの梶川氏を講師に招き、夏場のほだ木管理のポイ

ント等についてアドバイスをいただきました。   ァ
研修では、受講生か持参した、春先に植菌された香福茸のほ

だ木を割材し、菌の回り具合などについて診断してもらいま

、した。                       |
それぞれのほだ木の診断内容について、受講生は熱心に耳

を傾けていました。      |
1 今回のT修が活かさイ

l、今後の香福茸生産量?増
加につ挙

がつていくことを期待しています。      ィ
_ (総合グリーンセンタニ 緑化・花づく'り推連部)

香福茸研修会を開催しました

▲研修会状況

本 菌糸が伸びているほだ木

1林
研グループだより

「新庄山栞花木生産組含Jの取り組み

美浜町の山林の半分強を占める(山に囲まれた新庄

地区において活動を行う林業研究会「新庄山菜花木生

産組合」をこ紹介します。

当団体の代表である松下さんは、40歳を過ぎた頃

から「自分が体験してきた森の中で遊心ヽ楽しさを都市

部の子供たちと共有したい」と考えるようになりまし

た。また、地区の伝統料理に使用されている山菜に興

味を持ち、仕事をしながら10年間山菜や植物の勉強

を重ねて早期退職し、当組合とlttl森とくらすどんぐり

倶楽部を立ち上げました。団体設立後は仲間たちと山

菜や紅どうだんつうじ (地区に自生)の栽培を続け、

各種山菜苗の生産技術も習得し、今では 1.1%の面積

に 12種の山菜を生産するまでに至つています。山菜

での地域振興にも力を入れており、山菜

をPRする目的で令和6年度からは「本

当に美味しい山菜天ぷら祭り」も開催。今

年は今庄そ|ざチームの協力も受
lナ
て大盛況

だつたとのことです。

また、一次産業を担う人と都市部をつな

ぐ「若狭美浜はあとふる体験」事業に林業 十

体験プログラム担当として携わり、関東、

関西、中京方面からの修学旅行生や教育旅行生を受け

入れて子供たちに様々な自然体験を提供しています。

この他にも、地区で自生する紅どうだんつつじの栽培

や販売も行つており、団体として地域の資源を最大限

に活用して活動を続けています。  〉

少子高齢化の問題に直画しながら、地域の人材であ

る高齢者や女性に積極的に参加を促し、活動に関わつ

ていける体制づくりに移力を入れています。実際にイ

ベントでは女性が夕夕く携わリヂ美味しい料呼を振舞う

など活躍しています。団体が積み上げた地域資源を守

ら活かす大切さか、他の山村地域の振興につながちて

いくことを期待しています。   ́  ,
(嶺南振興局二州農林部 林業氷産課)

▲ 林業体験プログラムで学生を弓l率する松下氏  ▲ 女性も多く活躍しています !



治山林道研究発表会を開催
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令和 8年 フ月 3日、福井農林総合事務所研修室におし`て、

第 59回福井県治山・林道研究発表会を開催しました。

この発表会は、治山、林道および保安林に関する調査、研

究の成果を広く共有し、技術力の向上と関係者相互の矢日識
・

経験の蓄積を図るとと楊に、事業の品質向上や地域の防災
・

減災、森林整備の推進に資することを目的として毎年開催し

てしヽます。今年度は、ICTの活用や治山事業実施箇所の植生

に関するものなど、計6件の研究成果が発表されました。

このうち、特に優才孔た研究と認められた次の2件につしヽて

|よ、9月 に栃木県で開催された第 61回関東・中部地区治山

林道研究発表会におしヽて発表しました。

○ 「森林クラウドシステムを渚用した路網計画につしヽて」
嶺南振興局林業水産部 辻岡 雄大 !

○ 「治山事業における BSCドローン施工につしヽて」
嶺南振興局林業水産部 今中  明
(森づくり課 森林保全グループ)

盆栽の手入イ孔

※日程などについては都合により変更する場合がありますので [申込み お問合わ
せ先]に確認願います。

/【申込み お問合せ先〕

く

治
山
林
道
研
究
発
表
会
の
様
子

森林・林業・木材を学心ヽ研修会、講習会情報 【9月、
1明開催1

②

①

②

FAX番号

6

角  臨「 時  間il 場  所 申込み

自伐林家の育成 (造材 枝払い編) 9月 15日 9:30-‐ 12:00
福井市大宮町

大宮ふイ1あ しヽ会館、現場
②

自伐林家の育成て搬出機械操作編) 9月 15a 13:00～ 1ヨ30
福丼市六富町

大宮l]ヽれあti爺 I見場

自伐林家の育成 (道づくり編)
9月 16日 9:30-15:30

福井市大宮町

大宮 l`lイ 1あい会館、現場
②

木材利用研修「鶴造要素の開発から1生じる木造建築の構造デザイン」
9月 24日 13Ⅲ30´ヤ

'5130

県 総合グリーンセンター
(多目的ホール)

②

] 0 月 l 0 日 13i30- 15:30 緑と花の相談所

木材利用研修 (県産材の活用)

「森と生きる家づくり～林業再生サプライチエーン～」
10月 14日 13i30´‐15:30

県 総合グリーンセンター
(多目的ホール)

県産きのこを使つた料理字文室
]0月 18日 10:00- 12:30 浅圏クツキングスクー)レ ①

庭本の雪r弔り
10月 24日 13:30-15:30 緑と花の相談所 ①

花のある暮らし体験 (スワツグづくり)
10月 24日 10:00-12100

県 総合グリーンセンター
(多 目的ホール)

②

野生きのこ観察 10月 30日 13:00々ψ15130
ふくい震業ビジネスセンター

(中会議室)
②

番号 申込み ,お F翻合わせ先 電話番号

① 県 総合グリーンセンター 緑と花の県民運動推進グループ 0776-67‐0002

② (公社)心 くヽい農林水産支援センター 人材 研修支援課 0776-21-8315 0776-23-093]



県森連だよリ

令和8年度 ▼冨lくい林業カレッジ短期生修了式
本年4月 10日に 11期生となる短期生2名、長期生6名の計8名でスタートした、(公財)福井県林業従

事者確保育成基金が運営する「ふくい林業カレッジ」では、去る7月 31日に短期生の修了式が行われました。

短期生は、4か月という短い期間でしたが、それぞれ就職先で林業の担い手としての一歩を踏み出してい

ます。長期生は、来年4月より新たな林業の担い手となるべく研修を行つており、林業事業体へのインター

ンを経てそれぞれの道を選択します。短期、長期を間わす、「ふくい林業カレッジ」での経験と宍[l識を活かして、

福井県の林業を支えていく存在になることを期待します。                    1

▲ 修了式 ▲ 修了証書授与

(福丼県森林組合連合会)

株式会社′〔スコ

福井支店

T910-0005                '
福丼県福井レ市大手3-1-13大手門ビルoF
TEL:0フ 76-25-742フ /www.pasco.co.jp

TPASCO
SuⅣ oソing theに arth to Create the Future

境界明確化

森林量の把搾

樹Iヽなどの計測実現します。

メモ| Iグ技術とGISでⅢ覇イ
高度化を森林管理の

株式会社ジツタは全国の森林組合様の業務に特化したシステムを開発し続けています

株式会社ジ ツ タ 〒790‐0964愛媛県松山市中村二丁目8番1号

TEL 089‐ 931‐7175 FAX 089‐ 934‐7701 URL httos://www.iitSuta,cooip

・スやホとGNSS受信機、レーザーコンパスと運動して簡単測量
・ ドロ…ンで撮つた写真から造林補助申請図面の作成や山の材積推定
。G皓機能の付いた森林測量管理ソフトの決定版As研誠7

`音
声と画像認識を採用した木材検収アプリ
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トヨタL&F福井株式会社

草Xl機・チエンソー・

レバーブロツク・チルホール・

ワイヤーロープロ各種機械修理
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〒918-8152 福井県福井市今市町第38号 10番地

TEL/0776-38-0018    FAX/0776-38-4566

〒918-8239福 井市成和 1丁 目 3204

TEL(0776)26-741l FAX(0776)26-7415

ロジスティクス&フ ォータリフト

あなたの物流ニーズにお応えします。

ド駆Πコhttlmコ旧Etti
●建設機械・舗装機械・除雪機械

●高性能林業機械

oフォークリフト

●各種 販売・整備 =レンタル

③鑢穏井機二

造林木を野生動物の

食害から守る忌避抑l

野生動物の査審防よに :

幼齢樹保護カバー

コニηT―本和剤

くわれたい11

この用紙は、日本の森林を育てるために問伐材を

積極的に使用しています。

大同商事株式会社
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株式会社申島建機

田 福井市下六条町35号25番地 1

80776-41-0115

島 0776-41‐0775

福井の本“ムヘ
中ジ割伸会社 ″

森林づくりのお手伝い
″

本 社 東京都港区浜松町lT目 10番8号 (野甲ビル)
〒105-(X113 電話 03(5470)3491

FAX 03(5470)8495

大阪営業所 大阪府攻田市豊津町36-2-101

〒564-0051 電話 06(6384)1288
 `  FAX 06(6384)5288

【営業品目】

肥料、農薬、森林除草剤、農林業資材、農業上木

働アスカ トラベル
〒 910-0016福 井市大宮 4丁目 10-17

芦原街道沿い

TEL(0776)29=0012
FAX(0776)29い 0023

SURFBaARD:JP
犠翼会社 夢

二房ぷ―ト 福 井 支 店

〒918-8231福井市問屋町 4丁目 1104番地
TEL(0776)24-1217(1司

FAX(0776)24-1202番

海外旅行・国内旅行・旅行企画
。」R切符・航空券・

バス・ホテル・旅館の手配

日栄商事株式会社

③ ▲ SUKA再Ⅳ EL▲ GENCY

1096年創業以来、
aaO牡基と0ホー

`イ

‐ヽνt腑してよいけ
=し
た,

薄―▲ ―ヽ″0ことこらおお にと口●七くた
'と

ヽ

〒,1∞,123舞盛a'おいう,,ヨ |ュ4鷲 i:''t Saウ 134 huρ 朝イ鱒
““

boa′むl,′

● ●

駆う
株式会社
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ビジュアルソフト
【本 社】
福井市八重巻母丁314番地
TEと 0776_56‐ 3686(4洞晨)
FAX 0776-56-3672

【ソリユーシヨンセンター

'福井市定正町807番地
TEと 0776‐ 56ぃ 3658
FAX 0776-56-3673

東京 営 業 所

名古屋営業F斤

金 沢 営 業 所
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